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¡空気等を混入すると、冷凍サイクル内が異常高圧になり、破裂等の原
因になります。

据付けや移設の場合は、冷凍サイクル内に指定冷媒（R-
22）以外のものを混入させないでください。

警告

安全のために必ず守ること
¡この「安全のために必ず守ること」をよくお読みのうえ据付けてください。
¡ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守ってください。

注意
誤った取扱いをしたときに、死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

誤った取扱いをしたときに、状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

¡お読みになったあとは、お使いになる方に必ず本書をお渡しください。
¡お使いになる方は、いつでも見られる所に大切に保管し、移設・修理の時は、工事をされる方にお渡しください。
また、お使いになる方が代わる場合は、新しくお使いになる方にお渡しください。

警告

据付けは、販売店または専門業者に依頼してください。

¡ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災等の原因
になります。

据付けは、重量に十分耐える所に確実に行ってください。

¡強度が不足している場合は、ユニット落下により、けがの原因になり
ます。

配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接
続部にケーブルの外力が伝わらないように確実に固定し
てください。

¡接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。

台風等の強風、地震に備え、所定の据付工事を行ってくだ
さい。

¡据付工事に不備があると、転倒等による事故の原因になることがあり
ます。

空気清浄機、加湿器、暖房用電気ヒータ等の別売品は必
ず、当社指定の製品を使用してください。

¡また、取付けは専門の業者に依頼してください。ご自分で取付けをさ
れ、不備があると、水漏れや感電、火災等の原因になります。

改修は絶対にしないでください。また、修理は、お買上げ
の販売店にご相談ください。

¡修理に不備があると水漏れや感電、火災等の原因になります。

熱交換器のフィン表面を素手で触れないように注意して
ください。

¡取扱いに不備があると、切傷の原因になります。

作業中に冷媒ガスが漏れた場合は、換気してください。

¡冷媒ガスが火気に触れると、有毒ガスが発生する原因になります。

据付工事は、この据付説明書に従って確実に行ってくだ
さい。

¡据付けに不備があると、水漏れや感電、火災等の原因になります。

電気工事は、電気工事士の資格のある方が、「電気設備に
関する技術基準」、「内線規定」および据付説明書に従って
施工し、必ず専用回路を使用してください。

¡電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災の原因になります。

室外ユニットの端子カバー(パネル)を確実に取付けてく
ださい。

¡端子カバー（パネル）の取付けに不備があると、ほこり・水等により、
火災・感電の原因になります。

小部屋へ据付ける場合は万一冷媒が漏れても限界濃度を
超えない対策が必要です。

¡限界濃度を超えない対策については、販売店と相談して据付けてください。
万一、冷媒が漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因になります。

エアコンを移動再設置する場合は、販売店または専門業
者にご相談ください。

¡据付けに不備があると水漏れや感電、火災等の原因になります。

設置工事終了後、冷媒ガスが漏れていないことを確認し
てください。

¡冷媒ガスが室内に漏れ、ファンヒーター、ストーブ、コンロなどの火
気に触れると、有毒ガスが発生する原因になります。

保護装置の改造や設定変更をしないでください。

¡圧力開閉器や温度開閉器等の保護装置を短絡して強制的運転を行った
り、当社指定品以外のものを使用すると、火災や爆発の原因となるこ
とがあります。



可燃性ガスの漏れるおそれがある場所への設置は行わ
ないでください。

¡万一、ガスが漏れてユニットの周囲にたまると、発火の原因になるこ
とがあります。

病院、通信事業所などに据付けされる場合は、ノイズに対
する備えを十分に行って施工してください。

¡インバータ機器、自家発電機、高周波医療機器、無線通信機器の影響
によるエアコンの誤動作や故障の原因になったり、エアコン側から医
療機器あるいは通信機器へ影響を与え、人体の医療行為を妨げたり、
映像放送の乱れや雑音などの弊害の原因になることがあります。

濡れて困るものの上にユニットを据付けないでください。

¡湿度が80％を越える場合やドレン出口が詰まっている場合は、室内ユ
ニットからも露が落ちる場合もあります。また、室外ユニットからも
ドレンが垂れますので必要に応じて、室外ユニットも集中排水工事を
してください。

食品・動植物・精密機器・美術品の保存等、特殊用途には
使用しないでください。

¡食品の品質低下等の原因になることがあります。

特殊環境には、使用しないでください。

¡油・蒸気・硫化ガスなどの多い場所で使用しますと、性能を著しく低
下させたり、部品が破損することがあります。

据付けをする前に

据付け(移設)・電気工事をする前に

アースを行ってください。

¡アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないで
ください。アースが不完全な場合は、感電の原因になることがあります。

電源配線は、張力がかからないように配線工事をしてく
ださい。

¡断線したり、発熱・火災の原因になります。

設置場所によっては、漏電ブレーカーの取付けが必要で
す。

¡漏電ブレーカーが取付けられていないと感電の原因になることがあり
ます。

電源配線は、電流容量、規格品の配線にて工事をしてくだ
さい。

¡漏電や発熱・火災の原因になります。

正しい容量のブレーカーやヒューズ以外は使用しないで
ください。

¡大きな容量のヒューズや針金・銅線を使用すると故障や火災の原因に
なります。

エアコンを水洗いしないでください。

¡感電の原因になることがあります。

長期使用で据付台等が傷んでないか注意してください。

¡傷んだ状態で放置するとユニットの落下につながり、けが等の原因に
なることがあります。

ドレン配管は、据付説明書に従って確実に排水するよう
配管し、結露が生じないように保温してください。

¡配管工事に不備があると、水漏れし、家財等を濡らす原因になること
があります。

注意

注意

警告
電源接続が電源プラグによるものは、ほこりを取り除き
刃の根本まで確実に差し込む。

¡ほこりが付着したり接続に不備があると、火災・感電等の原因になり
ます。

電源コードは、途中での接続・延長コードの使用・他の
電気器具とのタコ足配線をしない。

¡火災・感電等の原因となります。

電源コードは、破損したものを使用したり、加工したり
しない。

¡重いものを乗せたり、加熱したり、加工したりすると破損して、火
災・感電等の原因になります。

電源プラグの抜き差しによる本体の運転・停止をしな
い。

¡火災・感電等の原因になります。
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形名一覧表�

形名の見方�

＊�

＊本マニュアルには、記載しておりませんので、TFH形専用マニュアルを参照ください。��
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1. 製品編
1．形名一覧表・形名の見方



2．仕様�
　2-1 除湿機＜KFH形＞�
　　(1)標準仕様�

＜強ノッチ＞�

PPハニカム�

-2

2

3

使用温度範囲詳細については、P61を参照ください。�
3

－
4－



(2)別売部品形名一覧表�

(3)別売部品外形寸法図�

使い捨て（約3,000h）�

吹出グリル＜J-FG＞�
高性能フィルタ＜J-08HF＞�

吸込グリル＜J-SG＞� 吸込ダクトフランジ＜J-DF＞�
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フレキシブルダクト＜J-3NFD＞� フレキシブルダクト＜J-5NFD＞�
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RFH-10A

RF-10A

1748
1420

485

21.0/23.5
10.5/12.9

10.9/13.4
37.9/43.0
83/90
154/135

7.5

90

5

325

500

100

RV-10A

PPハニカム�

88
88 88

－�

05 05

1.5
0 9

R22   19.3

35.7/40.4
85/92
154/135

20,300/22,800

88

88

0505

　2-2 除湿機＜RFH形＞�
　　(1)標準仕様�

1 1 1

170/180

88

-5～43（　＊3:-15～43）�

RFH-2･3･5B1の�
RFH-10Aの�

使用温度範囲については、P61を参照ください。�

27℃DB 19℃WB 35℃DB

3

4

50Hz専用　-15～+43低外気仕様は受注対応となります。（外付補助アキュムレータが必要です。）詳細はお問い合わせください。�
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RFH-10A

PAC-CM42PL
付�

PAC-CP03DF

フィレドンフィルタ�
　<PS-400> PAC-CP20FF�
　<PS-600> PAC-CP70FF�
圧力計  PAC-CP40PG�
木台  PAC-CQ33MD�
外気取入フランジ PAC-CP11GF

－�

吹出グリル＜J-FG＞�

吸込グリル＜J-SG＞�

(3)別売部品外形寸法図�

(2)別売部品形名一覧表�

吸込ダクトフランジ＜J-DF＞�
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3．外形寸法図�
　3-1 除湿機＜KFH形＞�
　　(1)標準�

(2)別売部品取付外形寸法図�

オネジ�
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　3-2 除湿機＜KFH-NA形＞�
　　(1)標準�

(2)別売部品取付外形寸法図�
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　(2)室外ユニット�
　3-3 除湿機＜RFH-B形＞�
　　(1)室内ユニット�

05
＊�

注.＊印部配管は、室内機付属ソケットをご使用ください。�

＊�

注.＊印部配管は、室内機付属ソケットをご使用ください。�

＊�

注.＊印部配管は、室内機付属ソケットをご使用ください。�
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(3)別売部品取付外形寸法図�
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RFH-10A�
〈グリルタイプ〉�
�

通風スペース、サービススペース図�
据付け場所（このような場所では使用しないでください）�

●腐食性ガスの濃度が高い化学・薬品工場や粉じんが多い所�
●海浜地区等塩分の多い所-耐塩害、耐重塩害（BS,BSG）�
　仕様を使用してください�
●温泉地帯�
●硫化ガス、揮発性ガス、可燃性ガス、可燃性粉じんなどが充満�
　している所�
●高周波加工機（高周波ウエルダー等）の近く�
●その他、特殊なふんいきでは使用しないでください�

室内ユニットサービススペース�

後吸込ダクトフランジ〈別売部品〉�

外気取入フランジ〈別売部品〉�

配管貫通穴〈ノックアウト穴〉�
配線通し穴〈φ32ノックアウト穴〉�
配線通し穴〈φ27ノックアウト穴〉�
配線通し穴〈φ22ノックアウト穴〉�
基礎ボルト穴2×2-14×20長穴�
冷媒配管〈ガス〉φ19.05
冷媒配管〈液〉φ15.88

①�
②�
③�
④�
⑤�
⑥�
⑦�
�

〈ダクトタイプ〉�

①　�
②�
③�
④�
⑤�
⑥�
⑦�
⑧�
�

冷媒配管＜ガス＞φ１９．０５フレア　�
冷媒配管＜液＞φ１５．８８フレア�
ドレン穴---1B（左右）�
基礎ボルト穴---4-φ12�
装置電源穴---φ43穴(左側面はﾉｯｸｱｳﾄ穴)�
室内外連絡線穴---φ27ﾉｯｸｱｳﾄ穴�
電源穴---φ27ﾉｯｸｱｳﾄ穴�
ア－ス端子（制御箱内）---5ネジ�

上図は右配管の場合を示します。�
左配管の場合は、A・B寸法を逆�
にしてください。�
�

(2)室外ユニット�
RV-10A

プレナム室取付時は機外静圧を0mmAqに調節してください。�

断面　Ｘ－Ｘ�

平面図�

左側面図� 正面図� 右側面図�

空気�
吸込�

空気�
吸込�

空気吹出�

115760
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〈プレナムタイプ〉�
分ダクト穴詳細図�
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（※はプラグ付）�
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70

245

11
5

1420

1482

1454

154 293.5

895

19
33
6

85
30
0

1402

80

16
50

7456

235

17
48

10
4

879
ﾋﾟｯﾁ160X5＝800
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6
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895

16
0
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12
0
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0

485

前吸込口�

３�

７�

６�

５�

４�

吹出ダクトフランジ�

表示ランプ�
緑色　運転�
赤色　点検�
運転スイッチ�

８�

７�

６�

５�
３�

１�

２�

後吸込口�

１８－φ３穴�

吹出ダクトフランジ詳細�

�
　3-4 除湿機＜RFH-A形＞�
　　(1)室内ユニット�
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4．電気配線図�
　4-1 除湿機＜KFH形＞�
　　(1)電気配線図�

御�

2

－15－
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●＜KFH-08R形＞�

　　(2)別売部品配線図�
　　　ドレンタンク取付時＜KFH-08R形＞�

　　(3)作動説明�
�
　●＜KFH-2・3・5形＞�

＜KFH-2・3・5形＞�

R

電源�
単相�
100V

S

SW3

SW4

X3 2-2 X2

X3

2-2 X2
C

本体電源コード�
�
注.本体(KFH-08R)電源コードは�
     現地取付時J-08T別売部品の�
     コンセント(C)に接続する。�

記号�
2-2�
X2,X3�
C�
SW3�
SW4�
�

名　　称�
限時継電器＜チャタリング防止＞�
補助継電器�
コンセント�
リミットスイッチ＜満水停止＞�
リミットスイッチ＜位置決め＞�
�
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　4-2 除湿機＜RFH形＞�
　　(1)電気配線図�

ステップ差�
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ファンコントローラ�ＦＣ�

２６Ｃ�

６３Ｈ３�圧力開閉器〈ﾌｧﾝｺﾝﾄﾛｰﾗ ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ〉�

６３Ｈ３�

ＦＣ� ＴＨ�

Ｗ�
Ｖ�
Ｕ�

MF2

温度開閉器〈吐出温度〉�２６Ｃ１�

70
26C1

62

Ｓ�
S1

Ｆ�

65

67

66

60

50

56

54

55
51

53

52

68
57

58

61

59

４９Ｃ�

ＭＣ�

ＣＨ�

２１
Ｒ３
� ５１Ｆ�

２１Ｒ４�

〈機器配置図〉�

２６Ｃ１�

６３Ｈ�
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ス
端
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電
気
品
箱�

５１Ｃ�

プリント基板�

５２Ｃ�５２Ｆ�

ＴＢ�

ＲＬ�

ＧＬ�

ＲＳ�

５２�
Ｆ２�

Ｘ２�Ｘ３�Ｘ４�Ｘ５�Ｘ６�Ｘ７�

２
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�

２
－
１
�

２
－
３
�

２
－
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�

２
－
５
�

２１
Ｒ１
�

２１
Ｒ２
�

６３
Ｌ�
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�６
３Ｈ
１�

２３ＷＡ�

２３ＨＳ�

２
６
Ｄ
�

Ｘ１�

　　５．接点部の矢印『　　』は、温度，湿度，圧力等が上昇した場合の接点の作動方向を示します。�

H L

漏電ブレーカ <<現地手配>><<ＮＶ>>

NV
補助制御箱(現地手配)

T
S
R

W
V
U R
S
T
TB

高圧バックアップ�

高低圧圧力開閉器�

5

X3

1

2

1

4

2

3

63H1

補助継電器�Ｘ１～Ｘ７�

ＭＦ２�

湿度調節器�２３ＨＳ�

温度調節器〈低温側〉�２３ＷＡ(L)

２１Ｒ４� 四方弁�
電磁弁〈インジェクション〉�２１Ｒ３�

２１Ｒ２�電磁弁〈中間運転〉�

２－５� 限時継電器（冷媒回収運転）　　<３ＭＩＮ>
２－４� 限時継電器（運転時間）　　　　<６０ＭＩＮ>
２－３� 限時継電器（高圧バックアップ）<１０ＭＩＮ>
２－２� 限時継電器（最低除霜時間）　　<５ＭＩＮ>

限時継電器（停電復帰）　　　　<３ＳＥＣ>２－１�

圧力開閉器〈室外ファン強制停止〉�６３Ｈ２�
圧力開閉器〈強制中間運転〉�６３Ｈ１�

電磁接触器〈室外送風機〉�５２Ｆ２�

A9
4

3sec

E1

E4

G6

G5

I2

I1

G2

G1

G4

G3

A6 8

J

圧縮機運転�

33

3

9

A6

21

J

23HS

38

デフロスト�

X32-2

5min

2-2

52C

37

34

63L

X2

X6

X5
2-5

21R221R1

除湿運転�

X5

四方弁制御�

21R4 X7

X7 X1

室外ファン�

52F2

63H2

冷却運転�

X2

中間運転�

23WA

4 6

5

34

22

22
E2 E3

3

2-1

2-1

51F

ＭＣ�
ＭＦ１�

５２Ｃ�
５２Ｆ１�

５１Ｃ�
４９Ｃ�

２３ＷＡ(H)

６３Ｈ�

６３Ｌ�

Ｆ�

ＲＳ�

ＣＨ�

２６Ｃ�
圧縮機用電動機�
送風機用電動機〈室内側〉�
送風機用電動機〈室外側〉�

電磁接触器〈圧縮機・室外送風機〉�
電磁接触器〈室内送風機〉�

熱動過電流継電器〈圧縮機〉�
熱動温度開閉器〈圧縮機〉�

温度調節器〈高温側〉�

圧力開閉器〈高圧カット〉�

圧力開閉器〈低圧カット〉�

ヒューズ�

ロータリスイッチ�

電熱器〈クランクケース〉�

温度開閉器〈吐出温度：インジェクション〉�ＧＬ�

ＲＬ�

ＴＢ�

２１Ｒ１�

表示灯〈運転〉�

表示灯〈点検〉�

電源端子盤�

電磁弁〈中間運転〉�

ＲＦＨ－１０Ａ形�

略符号説明�

温度開閉器＜デフロスト＞�２６Ｄ�

51C

MC

Ｗ�
Ｖ�
Ｕ�

Ｗ�
Ｖ�
Ｕ�

D1

D2

52C

63H

C2 A1

C1

Ｒ�
R1

Ｆ�
C1

25

26

24

52F1

A3

16

1
2
6

A2

C5

C6 C3 52F1

B4

断�送�除�

ＲＳ�

7

4

C4 A4

C9

CH

B5

49C

23

51C

15

RL

GL

A7
C8

C7

A5

3
29

7 A2
A6

6
30

A1

C2

Ｆ�

室外ユニット�
　電源�
三相200Ｖ�
50／60Ｈz

　　２．　　　部分は、プリント基板を示します。�
注：１．配線図中　 はコネクタ、　 は端子台、　　は差込端子タブを示します。�

　　３．電源電線は、必ず正相にて接続してください。�
　　　　この場合には、電源電線を２本入れかえて接続してください。（室内ファン、室外ファン共に確認してください。）�

　　　　逆相の場合はファンが逆転し、適切な運転ができません。�

52C

５１Ｆ� 熱動過電流継電器〈室内送風機〉�

　　４．５１Ｆ作動により異常停止した場合は異常を取り除いた後，手動でリセットしてください。�

51F52F1

MF1

X426C

冷媒回収運転�

21R3X4X1

A3

インジェクション�

52F2 現地配線（３本）�

2-3 X6

2-4
2-3

X5

10min

1

冷媒回収運転�

X6

60min 3min
2-4 2-5

6463

X2

X1

69

26D
8

X1
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�
　●＜RFH-2･3･5B1形＞�
(2)作動説明�
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23RL�
ON?

26C�
ON?

23HS�
ON?

SW�
ON?

23HS�
ON?

23RH�
ON?

SV1 → OFF�
SV2 → ON

電気ヒータ�
ON

電気ヒータ�
ON

52C → ON 52C → ON 52C → ON 

52F2 → ON 52F2 → ON 

運転モード�

除湿運転� 送風運転�＊1除湿加熱�
運転�

＊1送風加熱�
運転�

＊2中間運転� 冷却運転�

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

No

Yes

�
　●＜RFH-2･3･5B1形　電気ヒータ組込運転モード＞�

温度開閉器�
温度調節器�

圧縮機�
室外送風機�
電気ヒータ�

冷凍サイクル切替�

記号�
23RL�
23RH�
23HS�
26C�
SV1�
SV2�
52C�
52F2�
88H�
SW�
�
�

名称�
温度開閉器＜低段側＞�
温度開閉器＜高段側＞�
湿度調節器�
温度開閉器＜強制中間運転＞�
電磁弁�
電磁弁�
電磁接触器＜圧縮機＞�
電磁接触器＜室外送風機＞�
電磁接触器＜電気ヒータ＞�
スイッチ＜電気ヒータ運転＞�

備考�
温度上昇にてON�
温度上昇にてON�
温度上昇にてON�
温度上昇にてON＜高負荷除湿＞�
室内再熱器バイパス�
室内再熱器入口�
�

＊1 電気ヒータは、送風もしくは除湿運転時に�
スイッチSWにて運転できます。�
（夏期等、加熱の必要がない場合はヒータ�
スイッチをOFFにしてください。）�

＊2 中間運転とは、冷凍サイクルは除湿サイクル�
で、かつ、室外ユニットの送風機が運転され�
ている運転パターンのことです。�

SW�
ON?

SV1 → OFF�
SV2 → ON

SV1 → OFF�
SV2 → ON

SV1 → ON�
SV2 → OFF

－23－



電源開閉器 ON

保護機器は正常�

CH→加熱�

スイッチRS→送風�

スイッチRS→停止�

MC,MF1,MF2→停止�
        CH        →加熱�

RS<2-4>�
<1-4>

X1→ ON�
X7,�21R4→ON�

       52C,52F2 →ON         �
MC,MF2→ON　�
CH→OFF  

MF1 正常運転� MF1 正常運転�

X1～X4,X6→OFF�
 　　52C,52F2→OFF         �

MC,MF2→OFF �
CH→過熱 

X2  → ON�
X７,21R4→OFF�

      52C→ON         �
MC→ON　 �
CH→OFF　 

　　 52C→ON         �
MC→ON　�
CH→OFF  

RL→点灯�

保護回路復帰�

RL→消灯�

送風運転�除湿運転�

除湿運転�ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ運転�

52F1→ ON�
 GL   →点灯  

停電後通電再開�運転開始�

→ON
RS<2-4>�

<1-4> →ON

21R1�
21R2

21R1�
21R2

保護機器復帰�

→ON

→ON

No

No

No

No

No

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes Yes

Yes

23WA-H<4-5>�
ON?

No

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

23WA-L<2-3>�
ON?

No

No

No

No

No

No

No

No

No

No

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

23HS�
ON?

起動?起動?

保護装置作動？�

No No

63H2 ON？� 63H1 ON？�

X6 →OFF X6 →OFF

52F2→OFF�
MF2→OFF

タイマ2-4�
60分経過�

26C1�
X4→OFF

21R3 →ON       

冷却運転�

21R1�
21R2

X6 →ON

タイマ2-5�
3分経過�

運転続ける？�

吐出ガス温�
上昇？�

着霜？�

中間運転�
＜冷媒回収＞�

21R1�
21R2

21R1�
21R2

X6 →ON

タイマ2-5�
3分経過�

中間運転�
＜冷媒回収＞�

21R1�
21R2

21R1�
21R2

タイマ2-3�
3分経過�

中間運転�
＜高圧ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ＞�

中間運転�
�

→OFF

26D�
2-2�
X3

5分間オフサイクル除霜�

 →ON

→ON

→OFF

52C,52F2�
X4,X6

52C�
52F1�
52F2�

X1→X7�
21R4�

�

→OFF

26D�
�

2-2�
X3

→OFF�
状態か？　　�

→OFF

→OFF

MC�
MF1�
MF2�
GL�
RL

→停止�

→消灯�
→点灯�

�
　●＜RFH-10A形＞�

2-1時間カウント�
＜3秒＞�

52F1→ ON�
    GL   →点灯  

タイマ2-4�
60分経過�

スイッチRS→除湿�

→ON

→ON

→OFF

X5 →OFF

X5 →ON

�

�

ユニット停止�

52C�
52F1�
52F2�

X1→X7�
21R4�

�

注．中間運転とは再熱機、室外ユニット
　　に並列に冷媒を流す運転パターンの
　　ことです。�
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5．能力線図�
　5-1 除湿機＜KFH形＞�
　　(1)除湿能力線図�
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(2)風量特性線図�
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(3)電気特性線図�
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(4)加熱量と吹出温度特性線図�
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　5-2 除湿機＜RFH形＞�
　　(1)除湿能力線図�

RH40%

RH40%

RH50%

RH50%

RH60%

RH60%

RH70%

RH70%

RH8
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RH8
0%

RH9
0%

RH9
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50HzRFH-10A形�

吸込空気乾球温度（℃DB）�
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　　(2)風量特性線図�

RFH-10A形�

30
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50

40
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20
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0
85 90 95

20

10

0
85 90 95

機
内
抵
抗
増
加
分�

(mmAq)

全
静
圧�

(mmAq)

風　量�(m  /min)

フィレドンフィルタ　PS-600
フィレドンフィルタ　PS-400
後吸込ダクトフランジ�

1680r.p.m

1600

1500

1400

1.5kW

2.2kW

1300

1200

1100
1000

機内抵抗�

3

風　量� (m  /min)3

　　(3)電気特性線図　＜除湿運転時＞�
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RFH-10A形�

RFH-10A形�
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　　(4)加熱量と吹出温度特性線図　＜除湿運転時＞�
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注．RFH-2･3･5B1の加熱量と吹出温度特性線図はKFH形を参照ください。�
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　　(5)冷却能力線図�
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6．騒音�
　6-1 除湿機＜KFH形＞�
　　(1)測定方法�

(2)NC曲線＜標準＞<図1>
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(3)NC曲線＜別売部品取付時＞<図3>
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マイクロホン�

54

室内機<右図4参照>
室外機<右図5参照>

RF-10A 58 64
5856RV-10A

　6-2 除湿機＜RFH形＞�
　　(1)測定方法�

(2)NC曲線＜標準＞<図1,2,4,5>

RV-10A形�RF-10A形�
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機外静圧0mmAq時� 機外静圧9mmAq時�
注.特殊静圧の場合は、特殊静圧時の騒音値の考え方P99を参照ください。�
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　　(3)NC曲線＜別売部品取付時＞<図3>
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7．冷媒配管系統図�
　(1)除湿機＜KFH形＞�

　(2)除湿機＜RFH形＞�
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8．重心位置�

Z
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540�
300�
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形名�
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KFH-3C1�
KFH-5C1�
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130�
150�
150�
150

Z�
525�
490�
500�
510�
480�
490

重心�項目�

単位：mm

X�
600

形名�
RF-10A

Y�
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9．システム設計関係資料　�
　9-1 除湿機＜RFH-B形＞�
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　9-2 除湿機＜RFH-10A形＞�
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短絡線取り外し�
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(1)選定要領

60

50

40

30

20

85

風量　（m／min）�

（mmAq）�

90 95

10

0

全
静
圧�

3

機内抵
抗�

送風機回転数�
1600r.p.m

1500

1400

1300

1200

1100

1000

部品組合せ�8

7

1

2

3

4

5

6

静風圧部品表� ５０Ｈｚ�

静圧�<mmAq> 電動機側プーリ�部品�

組合せ�全静圧�機外静圧�
送風機電動機�

ｻｰﾏﾙﾘﾚｰ�

設定値� ｽﾗｲﾄﾞﾋﾟｰｽ回転数�
送風機側プーリ� Ｖベルト�

①� ２５� ０� 1.5kW［標準］� 6.5A PCφ�122.8［標準］�  ３�・１／２� PCφ�180［標準］� A40［標準］�

②� ３０� ５� 1.5kW［標準］� 6.5A PCφ�135.1［標準］�  　　　１� PCφ�180［標準］� A40［標準］�

③� ３５� １０� 1.5kW［標準］� 6.5A PCφ�121.6［標準］�  ３�・３／４� PCφ�150［�PAC-CT04SP ］A37［�PAC-CT04SP 付属］�

④� ４０� １５� 1.5kW［標準］� 6.5A PCφ�127.7［標準］�  ２�・１／２� PCφ�150［�PAC-CT04SP ］A37［�PAC-CT04SP 付属］�

⑤� ４５� ２０� 1.5kW［標準］� 6.5A PCφ�117.9［標準］�  ４�・１／２� PCφ�132［�PAC-CT03SP ］A36［�PAC-CT03SP 付属］�

⑥� ５０� ２５� 1.5kW［標準］� 6.5A PCφ�125.3［標準］�  　　　３� PCφ�132［�PAC-CT03SP ］A36［�PAC-CT03SP 付属］�

⑦� ５５� ３０� 2.2kW［�PAC-CR32MR］�9.0A PCφ�146.3［�PAC-CT03SP ］ 　　３／４� PCφ�132［�PAC-CT03SP ］A39［�PAC-CT04SP 付属］�

⑧�

①�

②�

③�

④�

⑤�

⑥�

⑦�

⑧�

６０� ３５� 2.2kW［�PAC-CR32MR］�9.0A PCφ�136.5［�PAC-CT03SP ］ ２�・３／４� PCφ�132［�PAC-CT03SP ］A36［�PAC-CT03SP 付属］�

６０Ｈｚ�

静圧�<mmAq> 電動機側プーリ�部品�

組合せ�全静圧�機外静圧�
送風機電動機�

ｻｰﾏﾙﾘﾚｰ�

設定値� ｽﾗｲﾄﾞﾋﾟｰｽ回転数�
送風機側プーリ� Ｖベルト�

２５� ０� 1.5kW［標準］� 6.5A PCφ�126.5［標準］�  ２�・３／４� PCφ�224［�PAC-CT06SP ］A43［�PAC-CT06SP 付属］�

３０� ５� 1.5kW［標準］� 6.5A PCφ�140.0［標準］�  　　　０� PCφ�224［�PAC-CT06SP ］A43［�PAC-CT06SP 付属］�

３５� １０� 1.5kW［標準］� 6.5A PCφ�120.4［標準］�  　　　４� PCφ�180［標準］� A40［標準］�

４０� １５� 1.5kW［標準］� 6.5A PCφ�126.5［標準］�  ２�・３／４� PCφ�180［標準］� A40［標準］�

４５� ２０� 1.5kW［標準］� 6.5A PCφ�133.9［標準］�  １�・１／４� PCφ�180［標準］� A40［標準］�

５０� ２５� 1.5kW［標準］� 6.5A PCφ�140.0［標準］�  　　　０� PCφ�180［標準］� A40［標準］�

５５� ３０� 2.2kW［�PAC-CR32MR］�9.0A PCφ�146.3［�PAC-CT03SP ］ 　　３／４� PCφ�180［標準］� A40［標準］�

６０� ３５� 2.2kW［�PAC-CR32MR］�9.0A PCφ�129.1［�PAC-CT03SP ］ ４�・１／４� PCφ�150［�PAC-CT04SP ］A39［�PAC-CT04SP 付属］�
注１．� 送風機特性線図より組合せ番号を選定し、本表により必要部品を選定してください。�［　　］は別売部品の型名を示します。�
注２．� 別売部品によっては�2種類のベルトが同梱されていますが、下記静圧部品選定表に示すベルトを使用してください。�
注３．� スライドピースの回転数�（＊１）は�スライドピースをプーリ本体の一番奥まで締め込んだ状態が基準点で、表中の数字は�基準点から緩めた方向の回転数�

�

を示します。�（工場出荷時�ｽﾗｲﾄﾞﾋﾟｰｽ回転数４�・３／４に設定しています。）�

(2)静風圧部品標準仕様表(ベルト駆動方式)

RFH-10A (RF-10A) SB-JR1.5kW A180-20 A40 可変プーリ24 TH-N12(6.5) ―

形 名 電 動　機 送風機プーリ ベ　ル　ト 電動機プーリ サーマルリレー 電磁開閉器

10．送風機ベルト駆動方式機種の静風圧部品選定要領
RFH-10A形　(RF-10A)
除湿機をダクト接続で使用する場合は，機外静圧が大きくなるため，標準電動機，標準プーリの使用範囲を越えてしまう場合があ

ります。従ってこれに対処するため，電動機またはプーリを変更する必要があります。
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静風圧部品形名表
RFH-10A (RF-10A)

PAC-CT01SP
PAC-CT02SP
PAC-CT03SP
PAC-CT04SP
PAC-CT05SP
PAC-CT06SP
PAC-CT07SP
PAC-CT08SP
PAC-CT09MP
PAC-CT10MP
PAC-CR31MR
PAC-CR32MR

送風機プーリセット
送風機プーリセット
送風機プーリセット
送風機プーリセット
送風機プーリセット
送風機プーリセット
送風機プーリセット
送風機プーリセット
電動機プーリセット
電動機プーリセット
電　動　機
電　動　機

A90-20
A118-20
A132-20
A150-20
A180-20
A224-20
A250-20
A280-20
A可変-24
A可変-28
－
－

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
－
－

A32
A34，A36
A36，A38
A37，A39
A38，A39
A41，A43
A43，A45
A47
－
－
－
－

1

各1

各1

各1

各1

各1

各1

1

－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－

TH-N12〈6.5A〉
TH-N12〈9A〉

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
１
１
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

SB-JR1.5kW-4P
SB-JR2.2kW-4P

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
1

1

標準仕様変更銘板付
標準仕様変更銘板付

①プーリ 個
数 ②ベルト 個

数 ③サーマルリレー 個
数 ④電動機 個

数
部品名部品形名

部 品　　　内　　　訳
備考

プーリ形名の見方 A280-20

A形プーリベルト1本掛　　PCφ　ボス内径　　　　　　　外形：A形PCφ＋9

SB-JR0.75kW

SB-JR1.5kW

SB-JR2.2kW

SB-JR3.7kW

SB-JR5.5kW

SB-JR7.5kW

SB-JR11kW

φ19

φ24

φ28

φ28

φ38

φ38

φ42

＋0.028
＋0.007

＋0.028
＋0.007

＋0.028
＋0.007

＋0.028
＋0.007

＋0.034
＋0.009

＋0.034
＋0.009

＋0.041
＋0.025

21.8

27.3

31.3

31.3

41.3

41.3

45.3

＋0.1
0

＋0.2
0

＋0.2
0

＋0.2
0

＋0.2
0

＋0.2
0

0
－0.12

6

8

8

8

10

10

12

±0.0150

±0.0180

±0.0180

±0.0180

±0.0180

±0.0180

±0.0215

寸法
電動機形名

Ａ Ｂ Ｃ

φ15

φ20

φ24

φ25

φ28

φ32

φ15

φ20

φ24

φ25

φ28

φ32

＋0.034
＋0.016

＋0.028
＋0.007

＋0.033
－0

＋0.033
－0

＋0.033
－0

＋0.034
＋0.009

17.5

23.5

27.5

29

31.5

36

0
－0.084

＋0.1
0

0
－0.100

0
－0.100

0
－0.100

＋0.2
0

5

7

7

10

7

10

寸法
軸径〈㎜〉

ａ ｂ ｃ

＋0.060
＋0.030

＋0.028
＋0.013

＋0.076
＋0.040

＋0.076
＋0.040

＋0.076
＋0.040

＋0.028
＋0.013

●電動機側プーリ　ボス部形状

●送風機プーリ　ボス部形状

PAC-CT06SP
A43

標準�
A40

標準�
A40

送風機電動機� 標準�
送風機側プーリ�
（仕用ベルト）�

PAC-CR32MR

PAC-CT04SP
A39

電動機側プーリ�

ｽﾗｲﾄﾞﾋﾟｰｽ回転数  *1 　4 　2･3/4 　4･1/4　1･1/4 0 　3/4　2･3/4 　　0

標準� PAC-CT10MP

 ９０�
m3/min

 ９０�
m3/min

標準� PAC-CT10MP

　2･3/4　3/43　4･1/2　2･1/2　3･3/4　　1　3･1/2ｽﾗｲﾄﾞﾋﾟｰｽ回転数  *1

電動機側プーリ�

PAC-CT03SP
A38

PAC-CT03SP
A36

PAC-CT04SP
A37

標準�
A40

送風機側プーリ�
（使用ベルト）�

PAC-CT04SP
A39

PAC-CR32MR標準�送風機電動機�

３５�３０�２５�２０�１５�１０�５�０�機外静圧〈mmAq〉�風量�

３５�３０�２５�２０�１５�１０�５�０�機外静圧〈mmAq〉�風量�

６０Ｈｚ�

５０Ｈｚ�

３．スライドピースの回転数(*1)はスライドピースをプーリ本体の一番奥まで占め込んだ状態が基準点で、表中の数字は基準点から緩めた方向の回転数を�

　�
注１．別売部品によっては２種類のベルトが同梱されていますが、上記静圧部品選定表に示すベルトを使用してください。�
　２．電動機プーリのＰＣφの調節方法は据付説明書を参照してください。�

　　　示します。�

静風圧部品選定表
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●静風圧部品選定方法(RFH-10A)
１．静風圧部品選定表と送風機性能線図より、希望の静圧・風量が得られるファンプーリと希望回転数を求めます。

(希望回転数が送風機性能線図の使用範囲内であることを確認してください：使用範囲外では送風機の過電流継電器が作動

します。)

２．以下の式よりモータ側(可変プーリ)のPCφを求めます。

50Hz地域の場合　可変プーリPCφ＝ファンプーリPCφ×(希望回転数／1450)

60Hz地域の場合　可変プーリPCφ＝ファンプーリPCφ×(希望回転数／1750)

３．下記の調節方法に従い、可変プーリのPCφを調節します。(図1)

(1) プーリ本体とスライドピースを固定している止めネジをゆるめます。

(2) スライドピースを左側に回し、プーリ本体との隙間を0㎜してください。

(3) 表.1より2.で求めたPCφに最も近いPCφにスライドピースをあわせます。

(4) 止めネジによりプーリ本体とスライドピースを固定します。締め付けトルク：135㎏・㎝

止めネジはプーリ本体のネジのない部分のV溝に挿入して固定します。

止めネジのはずれ防止のためネジロックをネジに塗布してください。(ネジロック：Threebond 1401C相当)

(5) 試運転を行いプーリのゆるみなど問題の無きことを確認します。

なお、試運転終了後にスライドピースの止めネジにゆるみがないことを確認してください。

注1．プーリ本体が必ずモータ側になるように使用してください。(スライドピースをモータ側で使用しないでください。)

2．可変プーリの調節の行ったあとは必ず芯出しの調節を行ってください。

可変プーリはV溝の隙間が可変するため平行度(芯出し)の調節は図2のように定規等を当てて左右の隙間が同じようになる

ようにしてください。

プーリ本体とスライドピースの�
止めネジ位置は2カ所あり�
固定はプーリ本体のネジの�
ない部分のV溝に1カ所で固定�

ネジのない部分�

プーリ本体・スライドピース�
それぞれにネジ加工あり�

使用時の回転方向�

スライドピース�

ネジ�

プーリ本体�

プーリ本体�

モータ側�

隙間�

図1

スライドピースまわし回転数 0 1/4 1/2 3/4 1 1・1/4 1・1/2 1・3/4 2 2・1/4 2・1/2 2・3/4 3 3・1/4 3・1/2 3・3/4 4 4・1/4 4・1/2 4・3/4
隙間(㎜) (0) (0.4) (0.8) (1.1) (1.5) (1.9) (2.3) (2.6) (3.0) (3.4) (3.8) (4.1) (4.5) (4.9) (5.3) (5.6) (6.0) (6.4) (6.8) (7.1)

0.75kWモータ用可変プーリPCφ 100.0 98.8 97.5 96.3 95.1 93.9 92.6 91.4 90.2 89.0 87.7 86.5 85.3 84.1 82.8 81.6 80.4 79.1 77.9 76.7
1.5kWモータ用可変プーリPCφ 140.0 138.8 137.5 136.3 135.1 133.9 132.6 131.4 130.2 129 127.7 126.5 125.3 124.1 122.8 121.6 120.4 119.1 117.9 116.7
2.2kWモータ用可変プーリPCφ 150.0 148.8 147.5 146.3 145.1 143.9 142.6 141.4 140.2 139 137.7 136.5 135.3 134.1 132.8 131.6 130.4 129.1 127.9 126.7

4．注意事項

(1)平行度について

ファンプーリと電動機プーリの平行度は下記規格を満足するようにセットしてください。(表2、図3)

(2)Vベルト張り具合について

1)Vベルトの1本あたりの張力は図4のたわみ荷重(W)を満足し、適正たわみ量(R＝4.5㎜)のたわみ荷重(W)が図4の範囲内にあ

る様にセットしてください。

2)プーリになじんだ後(運転後24～28時間以後)に 1)項の適正張りに調整するようにしてください。また、新しいベルトの場合

は、たわみ荷重(W)最大値の約1.3倍に調整するようにしてください。

3)初期調整の後、2000時間ごとに張り再調整を行ってください。

Vベルトは初期のび(約1％)を含め、ベルトの周長が2％伸びた時点が寿命です。(運転時間で約8000時間)

図3　プーリの平行度�

1m当り3㎜の
ずれに相当10以下鋳鉄製プーリ

備考K(分)平行度
プーリ

表2

表1

図4　Vベルトの張力� 図2　可変プーリの平行度の調節�

たわみ荷重（W）�

1.4～2.2㎏�

＝4.5㎜�

ファン側プーリ� モータ側プーリ�

α1＝α2とすること�

α
1

α
2



1．据付工事�
　1-1 除湿機＜KFH,RFH-B形＞�
　　(1)搬入＜室内ユニット＞�

(2)据付＜室内ユニット＞�

(3)騒音対策＜室内ユニット＞�

(4)据付＜室外ユニット＞�

(5)据付スペース�

(6)設置場所�

吹出�

8
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2. 工事編
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1-2 除湿機＜RFH-10A形＞

(1)据付上の注意
(a)室内ユニット
¡設置場所は本体質量に見合う強固な床面等を選定してくださ
い。

¡冷媒配管・水配管等の据付工事、アフターサービスが出来る
スペースを確保してください。

¡良好な気流分布になるような場所を選定してください。
¡吸込口付近はエアフィルタを取出すスペースを確保してくだ
さい。

¡前面吸込形の場合配管スペース、サービススペースとして約
100㎝程度を必要としますから本体の前に遮へい物のない位
置に据付けてください。

¡部屋の種類により騒音値に注意してください。
¡高周波を発生する機械がある所への据付は避けてください。
¡大形除湿機では一度据付けると、その位置を簡単には変更で
きないのが普通です。据付後の運転・取扱に便利なように
見積設計時点で十分に検討を加えておく必要があります。
特にサービススペースについては機械室の大きさを決定す
る際、ユニットの外形寸法に加えて考慮し、後々のサービ
スに不便のないようにしてください。

(b)室外ユニット
¡室内ユニットの近くで高低差の少ない場所に設置してくださ
い。

¡隣家に対する騒音を配慮して場所を選定してください。
¡据付工事・アフターサービスが出来るスペースを確保してく
ださい。

¡吸込・吹出空気流路を確保してください。
¡冬季の季節風が強いところでは、季節風が放熱器に直接当た
らないよう据付場所を配慮してください。万一これが困難
なときは、放熱器の吸込面に囲いを設ける必要があります。

(2)据付スペース
据付スペースは据付上の注意を考慮して下記スペースを確
保してください。
ショートサイクルを起こさないよう可能な限り障害物を取
り除いてください。

(a)室内ユニット
¡RF-10A形…図中寸法は、最小寸法を示します。

(b)室外ユニット
¡RV-10A形…図中寸法は、最小寸法を示します。
室外ユニットの設置は、強固に設置してください。保守、
サービスができるように、また風路に障害物がないように、
下図に示したスペースを周囲に取ってください。風通しが
良い場所を選定してください。

ドライバーで�
ねじを取るための�
サービススペース�

吸込�

エアフィルタ離脱�
本体サービススペース�

据付搬入�
配管・配線工事�

別売プレナム�

吹出�

吸込�

3
0
0

501000600100
D C

10 10

30
0

50
0

10 10

30
0

60
0

30
0

横連続集中設置�通風スペース�

通風スペース�

通風スペース兼�
サービススペース�

〈正面側〉�

〈正面側〉�

通風スペース兼サービススペース�

通風スペース�

図中寸法は、最小寸法を示します。�

※別売の吹出ガイドを取り付けた�

　場合も同様です。�

<単独設置,3面開放>
背面密着設置(吸込み片側塞ぎ)

20
0以
上
�

ｱﾝｸﾞﾙ架台(ﾕﾆｯﾄ下面開放)

<正面側>

<

<

正�
面�
側�

 

・腐食性ガスの濃度が高い化学・薬品工場や粉じんが多い
所。
・海浜地区等塩分の多い所…耐塩害、耐重塩害〈BS、BSG〉
仕様を使用してください。
・温泉地帯。
・硫化ガス、揮発性ガス、可燃性ガス、可燃性粉じんなど
が充満している所。
・高周波加工機〈高周波ウエルダー等〉の近く。
・その他、特殊なふんいきでは使用しないでください。

据付け場所〈このような場所では使用しないでください〉
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(3)据付台
(a)室内ユニット
室内ユニット据付ける場合、機械室ドレン配管の施工を容
易にし、防振効果をあげるため床面とエアコンのあいだに
据付台を設ける場合があります。
エアコンと据付台のあいだに防振ゴムパット等を入れると
防振に対し一層効果的です。

(b)室外ユニット
基礎を施工する場合は、次の事項を検討してください。
①基礎は、室外ユニットの質量に十分耐える強度にしてくださ
い。

②地上設置の場合は、地盤沈下、地震による浮動、地盤との共
振がないかを事前に確認してください。

③屋上、ベランダ設置の場合は地震力が大きくなるため、床面
との剪断が起こらないよう対策を行うと共に、床面強度は、
室外ユニットと、基礎台の質量に十分耐えるようにしてくだ
さい。また、床面が室外ユニットの加振力により振動し、騒
音源となる場合がありますので防振基礎を検討してください。

④床面は、必ず防水を施すようにしてください。
⑤コンクリート基礎の場合は、
上面を必ずモルタルで仕上げ
てください。

⑥基礎面は、床面より高くして、
水はけを良くすると共に周囲
に排水溝を設けてドレンを排
水出来るようにしてください。

製品底フレーム寸法図� 据付台寸法図〈別売部品〉�
PAC-CQ33MD

C
A

D
D

B

C H
E

H

H
H

F
G

項目
形名

製品底フレーム寸法 据付台寸法
A B C D E F G H

1,402 456 25 25 1,410 460 85 40RF-10A

RV-10A

¡上図は基礎形状の参考図です。実際の基礎施工に際しては床
面強度、ドレン水処理配管、配線の経路に十分留意してくだ
さい。

¡室外ユニットの配管、配線用穴の詳細寸法は各室外ユニット
の外形図を参照にしてください。
⑦防振対策
建物の軽量化にともない、弱い建屋の屋上などに室外ユニ
ットを多数据付けた場合、室外ユニットから発生する非常
に小さい振動でも建物に共振して、トラブルが発生する場
合がありますので注意を要します。
①室外ユニットの振動が基礎や建屋に伝わらないように防振装
置を用いてください。〈防振ゴム、パット、スプリング〉
②冷媒配管を伝わって振動〈騒音〉が伝搬しないようフレキシ
ブル接手を用いてください。
③基礎は十分な質量となるようにして、防振装置を通過する加
振力に基礎が振れないようにします。
④建屋等は室外ユニット及び基礎の質量に十分な強度をもたせ
てください。

基礎寸法図〈参考図〉�

基礎詳細図�

M８アンカー�
ボルト�
〈現地手配〉�

8
8
0

760

①�②�

③�

④�

ユニット�座�

基礎ボルト〈外形図に�
サイズ寸法が示されています〉�

コンクリート�
叉は木台�

補強を入れてください�

50㎜以上�
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(4)室外ユニットの防風、防雪設計
寒冷地域や積雪の予想される地域におきましては、冬季に
ユニットを正常に運転するために、十分な防風、防雪対策
が必要です。又その他の地域におきましても季節風や降雪
の影響による異常運転を防止するために、ユニットの設置
に際して十分な配慮をお願いいたします。

(a)基礎および据付場所の選定
①豪雪地域では、積雪によりユニットがうずもれたり、吸込口
をふさぐことがあるのでその地方の積雪量に応じた高さの基
礎としてください。

②また、雪の吹きだまり箇所や屋根の軒下部には、ユニット据
付けないでください。

(b)防風、防雪対策
寒冷地域、積雪地域での防風、防雪には、別売の防雪フー
ドを利用してください。

①防雪架台の高さHは予想される積雪量の２倍程度としてくだ
さい。

②架台はアングル等で組立て、風雪の素通りする構造とし架台
の幅はユニットの寸法より大きくならないようにしてくださ
い。
〈大きくするとその上に積雪します。〉
③ユニット設置時季節風が吹出口、吸込口の正面から当たらな
いように配慮してください。

(c)季節風対策
下記例を参考にして据付場所の実情に応じた適切な措置を施
してください。

基礎を積雪高さの２倍程度まで�
かさ上げする�

落雪注意〈軒下はさけること〉�

フィンへの�
雪の付着注意�

雪の吹きだまり注意�

〈良い例〉�

〈悪い例〉�

吹出ダクト�
〈別売部品〉�
PAC-KB72TD

吸込ダクト�
〈別売部品〉�
PAC-CN42SD

防雪架台　�
〈現地手配〉� H

季節風�
季節風�

ユニットを吊り上げて移動す�
る場合には、下図のように必�
ず４箇所吊りとし、ユニット�
に衝撃を与えないように作業�
してください。�

必ず４箇所使用して�
ください。２箇所吊�
りは危険ですからや�
めてください。�

銘　板�

ユニットの前面側�
を示します。�

吊り部（前後２箇所）�

A部詳細�

吊り上げ時、ユニットが�
スリングから横ずれしな�
い様、適宜固定をしてく�
ださい。�

外装パネルにスリングと�
の擦り傷等が付かない様、�
適宜保護用のパットを使�
用してください。�

重心位置�

製品荷重に十分耐える�
ものをご使用ください。�

保護用パット�

40°以下�

A部�

Z

Y
X

G

ロープは均等に掛けてゆっくり�
吊り上げロープのはずれや、ユ�
ニットの極端な傾きがないよう�
にしてください。�

本ユニットはロープがはずれる�
とユニットが落花する恐れがあ�
ります。�

吊り具（2本×7m以上）�

警告�

(5)吊り上げて搬入する場合

形　名

RV-10A

重心位置(㎝)

X Y Z
製品質量
〈㎏〉

10049 41 71
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2. 配管工事
2-1 冷媒配管許容値
室内・室外ユニット間の
冷媒配管長さと高低差の制限

2-2 冷媒配管工事
●冷媒配管
冷媒配管接続
¡冷媒配管接続はユニット内部にありますので右側面の小パネルを取り外してください。
¡配管ろう付は必ずチェックジョイントを利用し無酸化ロウ付（ロウ付する配管内に炭酸
ガスを流しロウ付熱による配管内部の酸化を防止する）を行い配管内に異物、水分等が
混入せぬようにしてください。

¡冷媒配管の接続は、室内ユニットのボールバルブを全閉（工場出荷時仕様）のままとし、
室内室外ユニットと冷媒配管をすべて接続した後、気密試験を行ってください。
気密試験は、窒素ガス（３0 kg/cm2）にて加圧して行います。試験方法は図２を参照して
ください。
（ボールバルブは閉じたままで行ってください。また、必ず液管・ガス管両方に加圧して
ください。）
窒素ガス加圧後、１日程度放置し、圧力が低下していなければ良好です。

¡気密試験後、室内ユニットのサービスポート口より真空引きを行ってください。真空引
きは、液管・ガス管共真空ポンプにて実施してください。（図2を参照してください。）
注．作業終了後は必ずサービスポートにキャップをダブルスパナにて締付けてください。
（ボールバルブは閉じたまま行ってください。また、必ず液管・ガス管両方から行ってく
ださい。）
漏れのないことを確認後、室内ユニットボールバルブの弁棒を全開状態にしてください。
なおボールバルブの取扱方法及び配管の接続につきましては室内ユニット右側面の小パ
ネルに表示してあります。

¡冷媒配管には必ず十分な断熱を行ってください。（図3を参考にしてください。）
¡冷媒配管は室内・室外の各回路をそれぞれまちがいなく接続してください。誤接続した
まま運転しますと、故障の原因になります。

ボールバルブ�

室外ユニットへ� 液管�

ガス管�

　室内ユニット�
サービスポート�

システムアナライザ�
Lo Hi

Loノブ� Hiノブ�

窒
素
ガ
ス
�

ボールバルブ�

室外ユニットへ� 液管�

ガス管�

　室内ユニット�
サービスポート�

システムアナライザ�
Lo Hi

Loノブ� Hiノブ�

真空ポンプ�
バルブ�

（図1）気密試験方法�

（図2）真空引き法�

断熱材� ガス管�

液管�

電線�

仕上げテープ�

断熱材�断熱材�

ガス管� 液管�

電線�
仕上げテープ�

鉄線�

配管�

外装B

断熱材A

アスファルト質油性マスチック�
またはアスファルト�

右配管　　�
（ノックアウト）�

ガード�

前配管　　�
（ノックアウト）�

左配管　　�
（ノックアウト）�

下配管�

●配管作業時は取り�
　外す�
●ネジ（2本）を外し�
　上に持ち上げて、�
　手前に引けば外れ�
　ます。�

●ガス管と液管を同時に�
　断熱してはならない�

●接続部も十分断熱すること� RV-10A （5方向に取出し可能です）�

（図4）室外ユニットの配管取出し方向�（図3）断熱工事施工要領�

�

A〔断熱材関係〕

屋　　内
床下露出
屋　　上

B(外被覆関係)
断熱ポリエチレンフォームグラスファイバー

グラスファイバー
＋鉄線

接着剤＋
断熱ポリエチレンフォーム
＋圧着テープ

ビニールテープ
防水麻布＋プロンアスファルト
防水麻布＋亜鉛鉄板＋油性ペイント

出荷時の状態のままで、ロウ付を外しますと破裂しますので、必ずバイパス管を切断又は、フレアナットを先に外してから作業してください。
ご注意

高低差（ｍ）�
室外機が上の場合�
室外機が下の場合�

許容�

許容�

配管�

相当長�
実配管長�

サイズ�

配管長（ｍ）�

（ｍｍ）�

RFH-2B1

注．上表に示す配管長を超えての使用はできません。（故障の原因となります）�

RFH-5B1

φ15.88×1.0T

φ12.7×1.0T

項目� 形名�

ガス管�

液　管�

組み合せる室外ユニット形名�
φ19.05×1.2T

φ15.88×1.0T

－�－�－�

RFH-3B1

φ19.05×1.2T

φ15.88×1.0T

２０�
５�

３０�
２０�

RF-10A

φ19.05×1.2T

φ15.88×1.0T

RV-10A
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2-3 ドレン配管工事
ドレン配管は、冷却器表面の露または圧縮機表面、配管表面の露を排出するものです。室内ユニット側ドレン配管工事が必要
です。

¡室内ユニットのドレンは、十分落差を取るように配管してください。
¡吸込ダクトを取付けた場合、ドレン排水口より臭気等が入りこまないように図のようにドレントラップ等の処理をしてくださ
い。
〔h寸法はユニット内の負圧（機内抵抗＋吸込ダクト抵抗）により決定してください。〕
¡ドレン配管は必ず防露工事（断熱工事）を施してください。

機械室� 機械室�

排水溝�
ドレンパン�

ドレンパン�
排水溝�

hh

2-4 冷媒チャージ量

ＲＦＨ－２�・３�・５Ｂ�１�＜冷媒�：�R22＞�

冷媒配管長さと追加冷媒量＜�kg＞�
工場出荷時�
封入量�

（室内機封入済）� 配管長５ｍ� 配管長１０ｍ�配管長１５ｍ�配管長２０ｍ�
ＲＦＨ－２Ｂ１� 5.85kg 0kg 0.50kg 1.00kg 1.50kg
ＲＦＨ－３Ｂ１� 6.0kg 0kg 0.50kg 1.00kg 1.50kg
ＲＦＨ－５Ｂ１� 9.5kg 0kg 0.80kg 1.60kg 2.40kg

ＲＦＨ－１０Ａ＜冷媒�：�R22＞�
冷媒配管長さと追加冷媒量＜�kg＞�

仕様�
工場出荷時�
封入量� 配管長５ｍ� 配管長　５ｍ～２０ｍ�

標準仕様�
19.3kg

（室内機封入済）
０�kg

冷媒配管が５ｍを越える場合は、１ｍ当たり�0.15kg の冷媒を追加�
チャージしてください。�
＜例�：�18ｍ時　�18ｍ－�5ｍ＝�13ｍ分の追加チャージが必要�
　　　　　すなわち、�0.15kg×�13ｍ＝�1.95kg の追加チャージ＞�

50Hz専用�

-15～�+43℃�
低外気仕様�
（受注対応）�

未封入�
(注 2 )

22.8kg

冷媒配管が５ｍを越える場合は�22.8kg に加え、１ｍ当たり�0.15kg
の冷媒をチャージしてください。�
＜例�：�18ｍ時　�18ｍ－�5ｍ＝�13ｍ分の追加チャージが必要�
　　　すなわち、�22.8kg ＋�0.15kg×�13ｍ＝�24.75kgのチャージ＞�

注１．冷媒封入量は上記適正冷媒量の�＋�400，�-0ｇ以内�を厳守してください。�
　　　封入量に過不足があると液圧縮や低圧カットを繰り返し、圧縮機が故障する恐れがあります。�
注２．�50Hz専用�-15～�+43 低外気仕様�（受注対応）の場合は工場出荷時冷媒を封入していません。適正冷媒量をチャージ�

�するとともに外付け補助アキュムレータ�（出荷時別梱包）を設置してください。�



3．電気工事�

2.0
100mA 0.1sec以下�

ＮＶ１００－Ｃ＜１００Ａ＞�
器の場合�定格感度�

形　　式�漏電遮断�

5.52mmアース　線　太　さ�

1.5,2.2kW室内送風機電動機出力�

2mm室内外連絡線太さ�

100A
開閉器容量�

100A
ヒュース゛容量�

100A

定格電流�
ＮＦ１００－Ｓ＜５０ｋＡ＞�

または�
ＮＦ１００－Ｃ＜２５ｋＡ＞�

形　　式�

器の場合�
刃形開閉�

の場合�
遮断器�
配線�

22<39m>2mm電源配線太さ　�

路�
回�
岐�
分�

ＲＦＨ－１０Ａ�形名�項目�
注1.配線要領は内線規定<JEAC8001-1990>によってください。�
　2.配線太さは、金属管配線・合成樹脂管配線(挿入電線数3本�
　  以下)の場合の最小値を示します。�
　3.配線太さ欄の< >内は、電圧降下２％時の電線最大こう長を�
　  示しています。< >内数値よりこう長が長くなる場合は、�
　  １段太い電線を使用してください。�
　4.ﾋｭｰｽﾞはB種ﾋｭｰｽﾞを使用する場合を示します。�

－52－



＜� ＞�

＜� ＞�

＜� ＞�08
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W
V
U

TSR
詳細は、�
本体付属の�
説明書にし�
たがってく�
ださい。�

WVU

室内・外連絡用�

　　端子台�

室外電気品箱�

室内電気品箱�

アース端子�

（電気品箱内電源端子台横）�

電源配線�

室内・外連絡線� 室外電気品箱�
室内電気品箱�

電源端子台�

室内ユニット　［RF-10A］� 室外ユニット　［RV-10A］�

室内・室外連絡用�

　　端子台�
アース端子�

RFH-10A形　制御用配線工事・配線要領図�
配線は必ず電線間を通し室内外の電源穴に固定してください。�



4．オプション部品�

［制御箱裏側］�

モ
ー
タ
へ�
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5．試運転調整�

6．注意事項�

RFH-10A形�

注�

注.　50Hz専用　-15～+43　低外気仕様は受注対応�

－58－

ファンコントローラのモード切換スイッチは中速モードの�
ままご使用ください。�

モード切換�
（使用不可）�

LED

（製品出荷時セット）�

（使用不可）�



1．一般事項�
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3. 使用方法
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40

30

20

10
30 40 50 60 70 80 90 100

吸込空気相対湿度〔％〕�

〔℃DB〕�

吸
込
空
気
乾
球
温
度
�

〔室内ユニット〕�

〔室外ユニット〕�吸込空気温度�-5～43（-15～43）℃�

除湿運転時�

[ RFH-10A形 ]

冷却・中間運転時�

注．除湿運転時、使用範囲より高温（高湿）側

では自動的に中間運転になります。　　�

（RFH-10Aは6時間以上前）�
(6)
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2．各部の名称�
　(1)　KFH-08R-W(BK)形�

�
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(2)　KFH-2C1･3C1･5C1形�

アース端子�
　（制御箱内部）�
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(3)　KFH-3NA1･5NA1形�
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(4)　RFH-2B1･3B1･5B1形�

アース端子�
　（制御箱内部）�
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吹出口（別売）�
吹出ルーバー�

フロントパネル�

エアフィルタ�
温度・湿度調節器�

 アース端子�
(制御箱内部)

ドレン出口�

コントロールパネル�

吸込グリル�
吸込口�

縦ルーバーをプライヤ等で左右に、�
横ルーバーを手で上下に動かすこと�
により、風向を調節できます。�

サイドパネル�

本体部

コントロールパネル部

運転切替�
スイッチ�

切�
送風�

除湿�

DEHUMIDIFIER

運転�

点検�

ＭＩＴＳＵＢＩＳＨＩ�

運転スイッチ�

運転表示灯�

点検表示灯�

運転を開始すると緑が　�
点灯します。エアコン�
が正常に運転している�
ことを示します。�

赤が点灯します。�
このランプがついた場�
合エアコンの保護装置�
が働いて停止したこと�
を示し点検が必要です。�

高温� 低温�

ＯＦＦ�

８０�

７０�

６０�

５０�４０�

ＯＮ�

温 度 調 節�

湿 度 調 節�

温度調節器�
注．下表の値を目安として�
　　ください。�
ﾀﾞｲﾔﾙ�目安温度�
高�
中�
低�

４０℃�
２５℃�
１０℃�

湿度調節器�
注．目盛りは、目安�
　　としてください。�
　　10％前後ずれる�
　　ことがあります。�

(5) RFH-10A形



3．使用方法�
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10A

(RFH-10Aは6時間以上）�
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4．お手入れの仕方�
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Vベルトの張り調整(RFH-10A)

室内送風機のVベルトは、運転時間の経過と共に全長が伸びて張力が低下します。
この状態で運転を続けると、変磨耗や異常音が発生し、故障の原因になることがあります。

【調整時期】

・初　　　回：　24～28時間後
・２回目以降：　2000時間毎
・交　　　換：　8000時間毎

【張　　力】
4.5mm Vプーリ�

たわみ荷重　1.4kg～2.2kg

Ｖプーリの調整等詳細は、工事編を参照ください。

室内機ドレンパンの洗浄（RFH-10A)

室内機ドレンパンにホコリなどがたまりますと、水漏れや腐食の原因となります。定期的に洗浄してください。

【洗浄の目安】

・ホコリの少ない場所
月1回程度

・ホコリの多い場所
週1回程度

吸込口ドレンパン

機械室ドレンパン



機器名称�
型名�

記号�
KFH-08R-W
KFH-08R-BK

KFH-2C1 KFH-3C1 KFH-5C1 機器名称�
型名�

記号�
KFH-3NA1 KFH-5NA1

湿度調節器�
（吸込空気）�

23HS
30～�80％�

ﾃﾞｨﾌｧﾚﾝｼｬﾙ�8％�
限時継電器�
（運転�ﾀｲﾏｰ）�

2-4
24時間ﾀｲﾏｰ�

15分単位設定可能�
高圧圧力開閉器�
（高圧カット）�

63H 28kg/cm2 －� －� 28kg/cm2
高圧圧力開閉器�
（高圧カット）�

63H －� 28kg/cm2

51C 12A －� 16.5A 28A
熱動過電流継電器�
（圧縮機）�

51C 16.5A 28A
熱動過電流継電器�
（圧縮機）� 51C1

51C2
－� 10.8A －� －�

温度開閉器�
（送風機�ｲﾝﾅｰｻｰﾓ）�

49F 135℃� OFF 145℃� OFF

温度開閉器�
（送風機�ｲﾝﾅｰｻｰﾓ）�

49F －� 135℃� OFF 145℃� OFF
温度開閉器�
（圧縮機�ｼｪﾙｻｰﾓ）�

49C 125℃� OFF －�

温度開閉器�
（圧縮機�ｼｪﾙｻｰﾓ）�

49C －� 125℃� OFF －�
温度開閉器�
（圧縮機�ｲﾝﾅｰｻｰﾓ）�

49C －� 105℃� OFF

温度開閉器�
（圧縮機�ｲﾝﾅｰｻｰﾓ）�

49C －� －� －� 105℃� OFF
温度開閉器�
（除霜�: ｸｰﾗ出口温度）

26D
-12℃� ON
  10 ℃� OFF

温度開閉器�
（除霜�: ｸｰﾗ出口温度）

26D
-2℃� ON
　�10℃� OFF

－� －� －�
限時継電器�
（最低運転時間）�

2-2 25分�

温度開閉器�
（除霜�: ﾌｨﾝ温度）�

26D －�
-14℃� ON
   3 ℃� OFF

限時継電器�
（停電復帰）�

2-3 3秒�

限時継電器�
（最低運転時間）�

2-1 30分� －� －� －�

限時継電器�
（除霜時間）�

2-1 －� 10分�

限時継電器�
（除霜禁止時間）�

2-2 －� 70～�260秒�

限時継電器�
（停電復帰�)

2-3 －� 3秒�

機器名称�
型名�

記号�
RFH-2B1 RFH-3B1 RFH-5B1 機器名称�

型名�
記号�

RFH-10A

湿度調節器�
（吸込空気）�

23HS
30～�80％�

ﾃﾞｨﾌｧﾚﾝｼｬﾙ�8％�
湿度調節器� 23HS

30～�80％�
ﾃﾞｨﾌｧﾚﾝｼｬﾙ�8％�

つまみ位置� つまみ位置�

高温側�低温側�
ﾃﾞｨﾌｧﾚ�
ﾝｼｬﾙ�

ｽﾃｯﾌﾟ�
差� 高温側�低温側�

ﾃﾞｨﾌｧ�
ﾚﾝｼｬﾙ�

ｽﾃｯﾌﾟ�
差�

ON 44 18 ON 40.5 13.0温度調節器�
（吸込空気）�

高段側�23RH
OFF 41 15

3deg
温度調節器�
（吸込空気）�

高段側�
23WA
-H OFF 38.0 10.5

2deg

ON 42 16 ON 39.0 11.5
低段側�23RL

OFF 39 13
3deg

2deg
低段側�

23WA
-L OFF 36.5 9.0

2deg

1. 5
deg

高圧圧力開閉器�
（高圧カット）�

63H 28kg/cm2
高圧圧力開閉器�
（高圧カット）�

63H 30kg/cm2

高圧圧力開閉器�
（�ﾌｧﾝｺﾝﾊﾞｯｸｧｯﾌﾟ）�

63H2
21kg/cm2 ON
17kg/cm2 OFF

高圧圧力開閉器�
（強制中間運転）�

63H1
25.5kg/cm2 ON
 20.5kg/cm2 OFF

51C －� 16.5A 28A
高圧圧力開閉器�
（室外�ﾌｧﾝ強制停止）�

63H2
9.5kg/cm2 OFF
12kg/cm2 ON熱動過電流継電器�

（圧縮機）� 51C1
51C2

10.8A －� －�
高圧圧力開閉器�
（�ﾌｧﾝｺﾝﾄﾊﾞｯｸｧｯﾌﾟ）�

63H3
21kg/cm2 ON
17kg/cm2 OFF

温度開閉器�
（送風機�ｲﾝﾅｰｻｰﾓ）�

49F 135℃� 145℃� OFF
低圧圧力開閉器�
（低圧カット）�

63L
2.5kg/cm2 ON
0.7kg/cm2 OFF

温度開閉器�
（圧縮機�ｼｪﾙｻｰﾓ）�

49C 125℃� OFF －�
熱動過電流継電器�
（圧縮機）�

51C 55A

温度開閉器�
（圧縮機�ｲﾝﾅｰｻｰﾓ）�

49C －� －� 105℃�OFF
温度開閉器�
（�ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ）�

26C
115℃� ON
107℃� OFF

温度開閉器�
（除霜制御）�

26D
-14℃� ON
3℃� OFF

温度開閉器�
（吐出ガス温）�

26C1 145℃� OFF

限時継電器�
（除霜時間）�

2-1 10分�
限時継電器�
（停電復帰）�

2-1 3秒�

限時継電器�
（除霜禁止時間）�

2-2 70～�260秒�
限時継電器�
（最低除霜時間）�

2-2 5分�

限時継電器�
（停電復帰�)

2-3 3秒�
限時継電器�
（高圧�ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ時間）

2-3 5分�

限時継電器�
（運転時間）�

2-4 60分�

温度開閉器�
（冷媒回収運転）�

2-5 3分�
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4. 保護制御機器設定値一覧表



1．除湿乾燥の基礎知識�
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5. 設計編
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2．除湿の市場ニーズ�
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3.各種産業における室内温湿度�
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5
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70%

50%

40%
50Hz
60Hz

6 RFH-10A

4.機種選定�
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℃�
①～⑥�

m3/h
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換気風量による除湿機簡易選定図�
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RFH-10A形�

80

70

60

50

40

30

20

10

0
85 90 95

全
静
圧�

(mmAq)

風　量�(m  /min)

1680r.p.m

1600

1500

1400

1.5kW

標準静圧�

特殊静圧�

ダクトタイプ�
グリルタイプ�

2.2kW

1300

1200

1100
1000

機内抵抗�

3

産業用除湿機�

産業用除湿機�

(mmAq)

(mmAq)

20mmAq

RF-10A 90

1.7

64 1.7 65.7

6.特殊静圧時の騒音値の考え方
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お問合わせは下記へどうぞ

〒100-8310 東京都千代田区丸の内2-2-3（三菱電機ビル）
〒640-8686 和歌山市手平6-5-66 冷熱システム製作所　(0734)36-9810

本社冷熱機器首都圏営業部……………〒107-6150 東京都港区赤坂5-2-20（赤坂ﾊﾟｰｸﾋﾞﾙ）……………………………………………………(03)5573-3682
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栃木支店………………………………〒321-0811 宇都宮市大通り1-4-24（住友生命宇都宮ﾋﾞﾙ6F）…………………………………………(028)643-7444

東関東支社 ……………………………〒260-0031 千葉市中央区新千葉2-7-2（大宗ｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ） ………………………………………………(043)241-8432

神奈川支社 ……………………………〒220-8118 横浜市西区みなとみらい2-2-1（横浜ﾗﾝﾄﾞﾏｰｸﾀﾜｰ）………………………………………(045)224-2621
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東北支社 ………………………………〒980-0011 仙台市青葉区上杉1-17-1（三菱電機明治生命仙台ﾋﾞﾙ）…………………………………(022)216-4614

福島支店………………………………〒960-8031 福島市栄町6-6（ﾕﾆｯｸｽﾋﾞﾙ10F） ……………………………………………………………(0245)21-3070

長野支店………………………………〒380-0901 長野市居町5（勝山ﾋﾞﾙ） ………………………………………………………………… (0262)59-1264

新潟支社 ………………………………〒950-0087 新潟市東大通2-4-10（日本生命ﾋﾞﾙ）………………………………………………………(025)241-7224

北陸支社…………………………………〒920-0031 金沢市広岡3-1-1（金沢ﾊﾟｰｸﾋﾞﾙ4F） ………………………………………………………(0762)33-5512

中部支社 ………………………………〒450-8522 名古屋市中村区名駅3-28-12（大名古屋ﾋﾞﾙ） ……………………………………………(052)565-3331

静岡支店………………………………〒420-0837 静岡市日ﾉ出町2-1（田中・第一ﾋﾞﾙ） ……………………………………………………(054)251-2852

浜松支店………………………………〒430-7719 浜松市板屋町111-2（浜松ｱｸﾄﾀﾜｰ19F） ……………………………………………………(053)456-7115

岐阜支店………………………………〒500-8842 岐阜市金町4-30（明治生命岐阜金町ﾋﾞﾙ） ………………………………………………(0582)63-8787

三重支店 ……………………………〒514-0032 津市中央2-4（協栄生命三重支社ﾋﾞﾙ3F） …………………………………………………(0592)29-1567

関西支社 ………………………………〒530-8206 大阪市北区堂島2-2-2（近鉄堂島ﾋﾞﾙ） …………………………………………………… (06)347-2341

京滋支店………………………………〒600-8216 京都市下京区西洞院通塩小路上る東塩小路町608-9（日本生命京都三哲ﾋﾞﾙ） ………(075)361-2191

兵庫支店………………………………〒650-0035 神戸市中央区浪花町59（神戸朝日ﾋﾞﾙ） …………………………………………………(078)392-8571

和歌山営業所…………………………〒640-8341 和歌山市黒田84-1（阪和第一ビル） ………………………………………………………(0734)71-8231

中国支社…………………………………〒730-0037 広島市中区中町7-32（日本生命ﾋﾞﾙ）………………………………………………………(082)248-5412

岡山支店 ……………………………〒700-0901 岡山市本町6-36（第一ｾﾝﾄﾗﾙﾋﾞﾙ） …………………………………………………………(086)225-5171

山口支店………………………………〒754-0021 山口県吉敷郡小郡町黄金町4-1………………………………………………………………(0839)73-2481

福山営業所……………………………〒720-0067 福山市西町2-10-1  ……………………………………………………………………………(0849)23-8295

鳥取営業所……………………………〒680-0846 鳥取市扇町7-1 ………………………………………………………………………………(0857)21-0281

山陰営業所……………………………〒690-0003 松江市西津田5-1-3 …………………………………………………………………………(0852)24-9335

四国支社…………………………………〒760-8654 高松市寿町1-1-8（日本生命高松駅前ﾋﾞﾙ） ………………………………………………(0878)25-0066

愛媛支店………………………………〒790-0001 松山市一番町3-3-6（明治生命松山ﾋﾞﾙ） …………………………………………………(089)931-7542

高知営業所……………………………〒780-0870 高知市本町5-6-39（高知ﾀﾞｲﾔﾋﾞﾙ）…………………………………………………………(0888)24-9477

九州支社 ………………………………〒810-8686 福岡市中央区天神2-12-1（天神ﾋﾞﾙ） ……………………………………………………(092)721-2190

【販売会社】

（株）三菱電機ライフテック北海道 …………〒004-8610 札幌市厚別区大谷地東2-1-11 ………………………………………………………………(011)893-1391

（株）三菱電機ライフテック東北 ………………〒983-0035 仙台市宮城野区日の出町2-2-33 ……………………………………………………………(022)231-2651

（株）三菱電機ライフテック関越 ……………〒331-8522 大宮市大成町4-298（三菱電機大宮ﾋﾞﾙ） …………………………………………………(048)651-3215

（株）三菱電機ライフテック東京 ……………〒110-0015 東京都台東区東上野4-10-3（浅野ﾋﾞﾙ6F）…………………………………………………(03)3847-4119

（株）三菱電機ライフテック中部 ……………〒461-0005 名古屋市東区東桜1-4-3（大信ﾋﾞﾙ） ………………………………………………………(052)972-7251

（株）三菱電機ライフテック関西 ……………〒564-0063 大阪府吹田市江坂町2-7-8 ……………………………………………………………………(06)338-8176

（株）三菱電機ライフテック西日本 …………〒733-8666 広島市西区商工ｾﾝﾀｰ6-2-17 …………………………………………………………………(082)278-7001

（株）三菱電機ライフテック九州 …………〒816-0088 福岡市博多区板付4-6-35 ……………………………………………………………………(092)571-6521
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